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♢巻頭言　
♢臨床の現場から 
♢リハビリ室長就任挨拶
♢The Specialist～医事部～
♢新任医師紹介
♢ボランティア「白鷺」通信
♢連携医療機関の紹介
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Vol .  47連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市北斎院町85-1
電話番号 ： 089-972-0634
診療科 　：内科
休診日　 ：木曜日午後、 土曜日午後、日曜日、祝日
　　　　　

てる病院として、より一層成長してまいりたいと思います。
　松山市民病院は、当院院長が開業前に勤めていたことも
あり、馴染みのスタッフもおられ、連携がしやすいように感
じます。そのような縁もあり、緊急時の対応が必要な患者さ
んのみならず、無理なお願いをしてしまうことが多々ありま
すが、いつも快くお受けいた
だき、柚木院長をはじめ多く
の先生方、スタッフの皆様に
大変お世話になり深く感謝
しております。
　今後ともよろしくお願いい
たします。

 当院は昭和62年祖父より継承し、松山市北斎院町に有床診療
所として開業しました。
 これまで「地域の皆様が安心して暮らし続けられるホームドク
ターを」という思いで努めてまいりました。令和4年度には消化
器内科に冲永康一が、近々腎臓内科に冲永慧理子が加わり、よ

り広く一般内科領域の
疾患に対応できるよ
うになります。また、
本院隣に新しく内視
鏡施設を増設し、上
部、下部消化管の検
査を始めました。地
域の皆様のお役に立
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  地域のために持続可能な病院として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務長 浅野 光孝

　医師の働き方改革による、時間外
労働規制や勤務間インターバル 9 時
間の確保等については、来年 2024 年
4 月からの適用に向けて、各医療機関
とも準備が整いつつあることと思いま
す。
　厚生労働省はその趣旨を「良質か
つ適切な医療を効率的に提供する体
制の確保を推進する観点から、（中
略）、長時間労働の医師に対し医療機
関が講ずべき健康確保措置等の整備
や地域医療構想の実現に向けた医療
機関の取組に対する支援の強化等の
措置を講ずる。」としており、各医療
機関の機能をより明確にしていくこと
に繋がっていくもので、病院の行く末
を大きく左右します。
　医療だけではなく社会保障制度その
ものを持続可能としていくことも、高
い危機感をもって日々論ぜられていま
す。令和 4 年版の厚生労働白書は、
―社会保障を支える人材の確保―とい
うサブタイトルがついています。それ
によると、2008 年をピークに減少に
転じた我が国の人口ですが、2021 年

の医療・福祉分野の就業者数は、
2002 年と比較すると約 1.9 倍に増加
し、全産業の割合からすると、13 人
に 1 人だったものが 8 人に 1 人が働
いている計算となっています。しかし、
2040 年にはさらなる人口減少とその
構造変化により約 96 万人不足すると
いう見通しの記載があります。
　出生数が 80 万人を割り込み、その
うえ働き手となるには 20 年程度かか
るため、さらに女性活躍や高齢者雇
用に重点を置くことになります。しか
し、保育の受け皿不足は企業主導型
保育事業である程度緩和されつつあ
りますが、保育士不足は慢性的であ
り、預けやすい仕組みをつくればつく
るほど保育士の負担が増していきま
す。「小 1 の壁」の問題もあります。
高齢者雇用については、賃金体系の
見直しも必要となり、企業の負担も重
くなります。
　白書では、国が行った施策の解説
の中で、4 つの改革プランの概要を
示しています。Ⅰ) ロボット・ＡＩ・Ｉ
ＣＴ等の実用化推進、データヘルス

土居田駅

　今年度は43名の新卒者を迎え、4月1日（土）～5日
（水）の4日間、新入職員全体研修を行いました。
　研修では自己紹介から始まり、社会人の心構え、部
署紹介、接遇マナー、個人情報保護教育、メンタルヘル
ス講習などを実施しました。研修の合間には松山城を
散策しました。春の優しい陽射しに癒されながらの道
中は同期との会話が弾み、親睦をより一層深めること
ができました。
　今後はOJT研修に切り替わり、初めての臨床で緊張
する場面があると思いますが、一日でも早く業務と職
場環境に慣れるよう、病院全体で指導・教育・サポート
に力を入れていきます。

看護師　３１名
薬剤師　　３名
放射線技師１名
理学療法士 1名
作業療法士１名
栄養士　　１名
歯科衛生士 1名
事務員　　４名
計４３名が参加
しました。

撮影：臨床検査室 /赤松 紀代（東温市 花菖蒲園）
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▽看護部　　　上岡　由美子／認定看護管理者
　　　　　　　篠﨑　由美　／慢性腎臓病療養指導看護師
　　　　　　　　　〃　　　／腎代替療法専門指導士
　　　　　　　千守　留美　／消化器内視鏡技師
▽臨床検査室　和泉元　雅子／臨地実習指導者
　　　　　　　　　〃　　　／精度管理責任者
　　　　　　　　　〃　　　／医療安全管理者
　　　　　　　　　〃　　　／がんゲノム医療コーディネーター
　　　　　　　松家　由紀　／特定化学物質及びアルキル鉛等
　　　　　　　　　　　　　　作業責任者
　　　　　　　　　〃　　　／有機溶剤作業責任者
　　　　　　　　　〃　　　／認定病理検査技師
　　　　　　　棟田　真衣　／二級臨床検査士「循環生理学」
　　　　　　　岡崎　恭介　／細胞検査士
▽薬剤部　　　渡部　智之　／ NST 専門療法士
　　　　　　　三好　貴之　／ NST 専門療法士

　3月末まで当院眼科にて勤務されて
いた大川悠真先生は、医師ボクサーと
してボクシングの世界でも活躍されて
います。4月より市民病院からは異動
となりましたが、いちスポンサーとし
てこれからも大川先生の夢を応援して
います！

冲永　康一先生

内視鏡検査棟を新設いたしました

改革　Ⅱ) タスクシフティング、シニ
ア人材の活用推進　Ⅲ) 組織マネジ
メント改革　Ⅳ) 経営の大規模化・
協働化　です。当院においても、新
しい医療機器導入や、継続雇用制度
の見直し、共同購入など検討中のも
のや、サイバーセキュリティ対策、
全職種参加のタスクシフト会議、勤
怠管理や事務手続きを一部クラウド
上で行うなど取り組みを始めていま
す。しかし、夜勤可能者の減少や、
そもそも医療・福祉の現場に従事し
ようという人を増やすということに対
して、現行の処遇改善政策だけでは
不十分であるといえます。
　さて当院ですが、新型コロナ感染
症が「5 類」へ移行したものの、重
点医療機関としての責務は継続して
おります。当院をご利用される皆様
には、まだまだご不便をおかけする
場面もありご協力をお願いすること
もあるかと存じますが、地域への医
療提供を持続可能とするため、この
3 年間の経験をふまえて、より一層
努力したいと考えております。

座学での研修を 4日間行いました

松山城をバックに記念撮影


